
様式１－１

１　部屋別・時間帯別利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 利用可能件数 利用率 開室日数 人数

276 5,117 311 5,892 219 （ 37 ） 4,130 （ 414 ） 806 15,139 2,422 96.2% 256 59.1

Ａ   （18名） 167 868 255 1,210 115 （ 0 ） 569 （ 0 ） 537 2,647 2,422 69.0% 256 10.3

B   （18名） 195 854 240 1,159 110 （ 0 ） 540 （ 0 ） 545 2,553 2,422 72.3% 256 10.0

C   （15名） 211 967 203 742 101 （ 5 ） 245 （ 10 ） 515 1,954 2,422 65.8% 256 7.6

小　計　Ｂ 573 2,689 698 3,111 326 （ 5 ） 1,354 （ 10 ） 1,597 7,154 7,266 69.0% 256 27.9

849 7,806 1,009 9,003 545 （ 42 ） 5,484 （ 424 ） 2,403 22,293 9,688 75.8% 256 87.1

２　事業別利用状況

9 0.4% 0 0.0% 30 1.2% 2,375 98.8% 2,405 100.0%

81 0.4% 0 0.0% 401 1.8% 21,909 98.2% 22,310 100.0%

３　貸室事業（有料）目的別利用状況

15 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 2,360 99.4% 2,375 100.0%

189 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 21,720 99.1% 21,909 100.0%

件数・構成比 15 0.6% 0 0.0%

人数・構成比 189 0.9% 0 0.0%

区　　分
営利目的

飲酒主目的 偲ぶ会・お別れ会 その他の一般利用
貸室事業（有料）

合計10割増 20割増 計

件数・構成比 10 0.4% 11 0.5%

人数・構成比 263 1.2% 57 0.3%

区　　分
指定管理者の開催事業

貸室事業（有料） 合計
区民講座 地域交流事業 施設活用事業 その他 計

人数　（内夜間延長分）

ホール（300名）　Ａ

集会室

合　計　（Ａ～Bの計）

施設利用状況報告書（令和3年度）
はちけん地区センター

室　名（定員）
午　前 午　後 夜　間　 合　計 利用率 １日当たりの利用人数

件数　（内夜間延長分）



様式１－２

４　部屋別・時間帯別利用状況（１の内数）

昼食
時間

昼食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

夕食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

6 35 ( 66 ） 106 405 2 3 140 ( 277 ） 37 114 1,879 44 83 ( 171 ） 502 741 8 47 258 ( 514 ) 143 616 3,025

Ａ   （18名） 24 4 ( 7 ） 89 30 5 3 64 ( 72 ） 34 19 254 18 4 ( 6 ） 77 17 29 21 72 ( 85 ) 123 96 301

B   （18名） 37 3 ( 3 ） 70 12 13 6 42 ( 52 ） 57 23 168 18 2 ( 3 ） 73 11 50 24 47 ( 58 ) 127 96 191

C   （15名） 20 21 ( 41 ） 73 32 6 0 28 ( 47 ） 15 0 51 6 43 ( 61 ） 7 90 26 6 92 ( 149 ) 88 7 173

( ） ( ） ( ） 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

小　計　Ｂ 81 28 ( 51 ） 232 74 24 9 134 ( 171 ） 106 42 473 42 49 ( 70 ） 157 118 105 51 211 ( 292 ) 338 199 665

（　名） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

小　計　Ｃ ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

（　名） ( ） ( ） ( ） （ )

小　計　Ｄ ( ） ( ） ( ） （ 0 )

87 63 ( 117 ） 338 479 26 12 274 ( 448 ） 143 156 2,352 86 132 ( 241 ） 659 859 113 98 469 （ 806 ) 481 815 3,690

　はちけん地区センター

件数 人数

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

施設利用状況報告書（令和3年度）

室　名（定員）

午　前 午　後 夜間 合計

件数 人数 件数 人数

合　計　（Ａ～Ｄの計）

件数 人数

ホール（300名）　Ａ

集会室



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　はちけん地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ B ）
目標値の
達成率 117% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 11 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ AB ）
目標値の
達成率 127% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 24 80% 80%

目標値に対する
実績 23 100% 100%

（ AB ）
目標値の
達成率 96% 125% 125%

応募倍率

応募者数

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費

円 0 円

講座等事業実施報告書（令和3年度）

実施回数
募集対象

募集
人数

１人あたり
収入額

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

達成された効果など
受講者
実数１人あたり

支出額

0

23

受講内容を日常の食生活に活かしていきたいという
感想が多数寄せられた。参加者のほとんどが八軒
在住の方々だったので、次回もはちけん地区セン
ターで開催してほしいという要望が多かった。

0 円 0 円

0.9

30 0 円 28

健康づくり栄養講座
（西区保健センター

共催）

目的

3/1～3/8の「女性の健康週
間」にあわせて食の基本の「一
汁三菜」や、最近クローズアッ
プされている「新型栄養失調」
について分かりやすく紹介。

内容

①必要な栄養素を日々の食事
から摂取できているのかカロ
リー計算で確認する。②「考え
ない！これなら続く！主食・主
菜・副菜のそろえ方」

1

地域住民（女性限定）

地域住民
①10:30～11:30
②13:00～14:00
③15:00～16:00

ゴムバンド
体操教室

包丁研ぎ講座

目的

毎日使う包丁の手入れを自分
でできるようになりたい！

1

内容

リサイクルプラザとの初共催。
受講者一人1本の包丁を持参
し、包丁研ぎを体験。技の習
得を目指す！

0 円 0 円

14

1.0 0 円 4,200

包丁の特性・手入れの仕方を含めた説明の後、実際に研ぐに当た
り一人一人の包丁を確かめて作業に入った。各人適切な助言をもら
い、丁寧に教えてもらう事ができた。コロナの影響で長く休館してい
た為、今年度最初の実施講座だった。久しぶりに講師や受講生に
接して、楽しく和やかな時間となった。

15 0 円 14 0 円 0 円

0.9

300

目的

骨格の歪みをゴムバンドを
使って矯正する。

1

内容

骨格の歪みによって起こる症
状を理解してもらう為の講義
と、自分でもできるゴムバンド
（3種類）を使った体操で背骨
や骨盤の歪みを整える実践。

地域住民

円

円

14

昨年度より何度も計画しては延期・中止を繰り返していた
がついに実現でき、講師・担当者・受講者の3者にとってう
れしい講座となった。7人×2コースに分け感染リスクを下
げたことから、少人数でゆったり行えたと高評価を得た。

14 300 円 14 0 円



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　はちけん地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 10 90% 100%

（ AB ）
目標値の
達成率 125% 113% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

4,200 円 1.0 0 円 4,200 円

応募者数

69 円 66 0 円 69 円

内容

タブレットを用いて、脳トレゲー
ムのアプリ操作を行う。その他
スマホやタブレットの設定など
の疑問点についても、講師に
教えてもらった。

実施回数
募集対象 応募倍率

講座等事業実施報告書（令和3年度）

事業名

（使用した室）

<　備考　>

61

目的、内容等

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

応募者数

受講者
実数

達成された効果など
募集
人数

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

タブレットで脳トレ
初心者講座

目的

タブレット・スマホ初心者のシ
ニア対象に、アンドロイドタブ
レット端末に触れて楽しんでも
らう。講師はドコモ札幌八軒店
のスタッフにお願いした。

1

地域住民（60才以上） 1.0

10 0 円 10

円 円

10

参加者の平均年齢は77才。とても意欲的に脳トレ
ゲームを楽しんでいた。アンケートからもタブレット端
末を今後使ってみたいと答えた方がほとんどだった
ので、タブレット入門のお役に立てた講座となった。

0 円0 円

目的

内容

円 円

円 円 円

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

4

合　　計
4 69 １人あたり

参加費
１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　はちけん地区センター

（ アトリウム ） 178 ％

（ アトリウム ） 210 ％

（ アトリウム ） ％

0 円 0 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円

桜が増えていく写真、参加枚数の報告、たくさん
の花びらや鯉のぼり、自分のメッセージ・作品を
見つけて喜ぶ子ども、ゆっくり楽しめる企画だっ
た。

成果指標

内容

パネルの裏表にそれぞれの枚数報告や
写真を展示。パネルを挟むように長机2
台のデスクトップに、寄せられた桜の花
びらや鯉のぼりをびっしり張り付けて、た
くさんのご協力に感謝を表現した。（開
催期間7/12～8/27）

0 円

「はちけん
みんなのひろば」
報告展示

目的

5/4から休館になり、「ありがとうの桜」と
「鯉のぼりを飾ろう!」の展示が最後まで
できなかったので、休館明けに感謝と報
告の展示をした。

1

来館者 0 円 0

講座等事業実施報告書（令和3年度）

開催回数
対象

参加
見込数

達成された効果など
参加者
実数１人あたり

支出額
１人あたり
収入額

285

0 円 0 円

336

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

はちけん
みんなのひろば
「ありがとうの桜
（誰かに届けたい
ありがとう）」

目的

講座や施設活用事業が出来ない中、来
館者が足を止めて参加できるように、大
きく壁を使った交流事業を企画。待ち望
んでいた春を先取りして、みんなの手で
館内を明るく華やかに。

1

内容

用意した桜型の紙にありがとうのメッ
セージを書いて貼ってもらい、壁一面の
桜の木を満開にしましょう！（開催期間
3/26～5/3）

来館者 0 円 0 円

0 円

子どもからお年寄りまで、家族・友達・先生・仲間・
医療従事者などに宛てたありがとうのメッセージ
は285枚。書いて読んで心温まる企画だった。

成果指標 メッセージの枚数

200

1600 円 0 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

はちけん
みんなのひろば
「鯉のぼりを飾ろう」

目的

「ありがとうの桜」で春の雰囲気あふれ
るアトリウムに更なる季節感を持たせる
試み。字の書けない幼児でも参加できる
交流事業でもあり、自分の書いた鯉の
ぼりがどこに飾られているのかを探す楽
しみもプラス。

1

内容

折り紙で作った大中小・色とりどりの鯉
のぼりを用意し、選んで模様を描いても
らう→スタッフが2階渡り廊下の手すりに
飾る→たくさんの鯉のぼりが空や海を泳
いでいるように見える。（開催期間4/20
 5/3）

来館者（子ども向け）

短い開催期間に予想以上の反応があり、336匹
の鯉のぼりが飾られ、地域の方から提供された鯉
のぼりのタペストリーとも相まって、楽しい空間が
生まれた。

成果指標 鯉のぼりの数

200

160円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

0 円 0 円 0



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　はちけん地区センター

（ アトリウム ） ％

（ アトリウム ） ％

（ アトリウム ） 108 ％

円 0 円 0 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円 0 円

26

パネルの用紙は26枚まで増えた。興味深そうに
読む人の姿にお役に立てた？と思っていたが、2
週間副反応に苦しんだ方の用紙が届き事態の複
雑さを感じた。

成果指標 アンケート用紙の枚数

30

24

はちけん
みんなのひろば
「わたしの副反応」

目的

ワクチン接種の副反応のいろいろを知る
ことで、接種を控えて不安を抱える人達
が読んで参考になるような展示を目的と
した。

1

来館者 0

内容

年齢・性別・ワクチンの種類、1回目か2回目
か等の他、「どんな副反応？」「準備して良
かった・助かった物」「接種後の気持ち・今後
気をつけたいことは？」という内容でアンケー
ト用紙に回答してもらった。9月の休館中職員
が書いた15枚をパネルに貼ってスタート。（開
催期間10/4～12/26）

0

0 円 0 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円

開館明けにタイムリーな内容の掲示で、親子で読
み合う姿が見受けられた。見て楽しい、不安や疑
問も解消できる読み物になった。

成果指標

内容

新型コロナウィルスに関する正確な情報を届
けるプロ集団『こびナビ』から提供されるマン
ガや、広報さっぽろ8月号の『まんがでわかる
免疫とワクチン』、札幌市HPからファイザー・
モデルナのワクチン2種類をイラストで説明し
たものなどを集めて掲示。（開催期間10/4～
10/31）

0 円

目標値の達成率

はちけん
みんなのひろば
「ワクチンまんが」

目的

新型コロナウィルスワクチンの仕組み
や、効果・副反応についてなど、疑問に
感じていることを、アトリウムの壁に貼っ
たマンガやイラストによって楽しく理解し
てもらう。

1

来館者 0 円 0

0 円 0 円 0

0 円

子ども達にも感染が広がり今年は中止。短冊を展
示するはずだった壁に中止のお詫びを掲示。吹き
抜けの渡り廊下に七夕飾りと花火をテーマに装飾
展示を行った。

成果指標

円

来場者目標数

目標数の80％

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

 「　七夕に
短冊を飾ろう！」
装飾展示

目的

アトリウムの壁に笹の絵・天の川を作
り、来館者が願いを書いた短冊を飾って
七夕の雰囲気を楽しんでもらう。

1

来館者 0 円

講座等事業実施報告書（令和3年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数
達成された効果など

参加
見込数

内容

手作りした立体の笹や、壁全体の七夕
飾り、渡り廊下には華やかな天の川を
飾って雰囲気を盛り上げ、色とりどりの
短冊と鉛筆・テープなどを用意して、訪
れる子どもたち(大人もOK）に願い事を
書いてもらう。（開催期間7/17～8/27）



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　はちけん地区センター

（ アトリウム ） 150 ％

（ ） ％

事業数 実施回数
参加
見込数

参加者
実数

0 円 0 円 0 円

0 円 0 円 0 円

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>コロナ禍で一度にたくさんの人が集ま
れない中始まった「はちけんみんなのひろば」。令
和3年度も参加型を中心に、来館者に興味を持っ
てもらえるような企画を展開した。参加型の展示
については一応の目標値を設定したが、いつも目
標を大きく上回り、子どもも大人も高齢者も気軽に
参加したり楽しく眺めたりできる内容を、次年度も
計画していきたい。

7 7 630 887１人あたり
参加費

円 円 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

円 円

成果指標

目的

内容

円

来場者目標数 200

目標数の80％ 160

目標値の達成率

講座等事業実施報告書（令和3年度）

事業名

（使用した室）

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 参加者

実数参加
見込数

目的、内容等 開催回数 達成された効果など
１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

はちけん
みんなのひろば
「ハートの
クリスマス」

0 円

１人あたり
収入額

0 円

内容

240

目的

人々が一度に大勢集まる交流事業が出
来ない中で、来館者が足を止めて気軽
に参加できるように、大窓を使って「みん
なでクリスマスツリーを作ろう！」という
企画。

1

来館者

窓に貼られたハートは240枚。シールの他にメッ
セージを書いたものもあり、子どもから大人まで参
加。スタッフでアイディアを出し合い展示もスムー
ズに行えた。

成果指標 ハートの枚数

ハート型に切った色画用紙をシールで
飾って大窓に貼り、大きなクリスマスツ
リーをにぎやかに完成させた。（開催期
間12/1～12/26） 0 円 0 円 0



様式２－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料） はちけん地区センター

（ 自習コーナー ）

（ ホール ）

（ アトリウム ）

日常的な水やり作業の他に、月に1度6人全員で集まって2時間ほど作業している
『花コパン』の皆さん。3月に蒔いた種が発芽して、花壇に植える前のポット植え作
業をする場所について相談を受けて、自習コーナーの活用を思いついた。ポット
植え終了後は、アトリウム大窓の下で毎日ガラス越しの日光を浴びて日ごとの成
長が地区センターを訪れる人々の楽しみになっている。5月以降は屋外での作業
となった。

10/15からの取り扱い基準が施設活用事業再開になったのを受けて10/18からリ
フレッシュ運動教室をスタート。春に募集した30人が楽しく参加。外に出て、体操
仲間と、思いきり体を動かす喜びをかみしめながら、厳しめの体操を頑張ってい
た。人数が絞られ名前と連絡先がはっきりしているので再開できた事業だ。共催
の「介護予防センター八軒」坂本氏の指導の下、初回に測定した握力・片足立ち・
スクワット・速歩などの数値が、最終日にはほぼ全員向上していた。ひとりひとり
褒めながら測定用紙を卒業証書のように渡し、最後は西区の保健師の方と全員
の個人相談を行う坂本氏に対する参加者の信頼度はきわめて高い。今では地域
の高齢者に楽しみにされる事業となり、次年度は年2クールできることを参加者の
みなさんと共に願っている。

中学生の若い感性あふれる作品が展示されて、アトリウムはパッと明るくなった。
足を止めて楽しそうに見入る人、写真を撮りに来た親御さん、友達連れで見に来
る中学生など、いろいろな人が訪れた。「地区センターに飾る」事が制作のモチ
ベーションになったり、新1年生の説明会でも話題に上った…と教頭先生。連町会
長も興味深げに見入って、『八軒中央スマイルネット通信』に取り上げていただい
た。作品展の影響力は想像以上で、令和4年4/28～5/7に八軒中央連合町内会
が新川沿いに30匹の鯉のぼりを掲げた際も、美術工芸部の生徒たちが協力する
運びとなり、今後も続けていきたい事業になった。

春の訪れとともに、グリーンボランティアサー
クル『花コパン』の活動も活発になって来た。
例年バス待合の場所で作業していたが、密
を避けるために自習コーナーを活用して作業
を行ってもらう。
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講座等事業実施報告書（令和3年度）

利用者実数
実施
総日数

達成された効果など総時間
事業名

（使用した室）
目的、内容等

1

内容
3月に種まきをして芽吹いてきた花のポット植
え作業をしてもらう。

グリーン
ボランティア
サークル作業

目的

①「やまべェ体操」②「コグニサイズ」…全身
運動を通じた認知症予防にも効果的な運動
③「リフレッシュ運動」…頭と体をリフレッシュ
する運動・筋力トレーニング・バランス運動・
全身ストレッチ・体幹トレーニングなど。

リフレッシュ
運動教室

目的
地域のおおむね65歳以上を対象に、生涯元
気を応援するため運動を通じて「体力作り」
や「認知症予防」を行う。全12回。

26320

内容

35ｃｍ×90ｃｍの布に「春夏秋冬」いずれか
のイメージでスタンプ技法を用いたタペスト
リー24点を、アトリウムの壁やパネルに展
示。

八軒中学校
美術工芸部
作品展

目的

美術工芸部員の校外作品展。作品を作るま
でがゴールではなく、みんなで話し合い工夫
しながら24作品を展示。来館者に鑑賞しても
らう。

1 20日間

内容



単位：円

管理費 事業費 小計 ○○事業 ○○事業 小計

指定管理費 26,715,000

利用料金収入 6,742,905

その他収入 0 2,487,064

収入計 0 0 0 35,944,969

人件費 19,273,337 19,273,337 0 19,273,337

旅費・交通費 9,560 9,560 0 9,560

光熱水費 3,464,923 3,464,923 0 3,464,923

通信運搬費 422,964 422,964 0 422,964

租税公課 2,488,747 2,488,747 0 2,488,747

広告宣伝費 437,800 437,800 0 437,800

行事費 51,264 51,264 0 51,264

保険料 9,200 9,200 0 9,200

賃借料 291,600 291,600 0 291,600

修繕費 188,590 188,590 0 188,590

消耗品費 293,616 293,616 0 293,616

備品費 68,789 68,789 0 68,789

印刷製本費 129,612 129,612 0 129,612

諸謝金 0 0 0 0

委託費 2,343,330 2,343,330 0 2,343,330

支払手数料 16,665 16,665 0 16,665

教材費 271,317 271,317 0 271,317

減価償却費 108,000 108,000 0 108,000

法人経費 6,025,655 6,025,655 0 6,025,655

支出計 6,025,655 29,869,314 35,894,969 0 0 0 35,894,969

収支 50,000 0 0 0 50,000

自主事業による利益還元 0 0

法人税等 50,000

当期純利益 0

決算額

240,250

※　それぞれの項欄について、必要に応じて小区分を設定しても構いません。　　　　
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。　　　
※　税込みで記載してください（以下、様式3-2から3-4まで同じ）。

※　様式3-2から3-4までにより内訳を記載してください。

利
益
等

計

支
出

管理に係る収支決算書(様式３-１　令和3年度)

自主事業

収
入

科目

2,487,064

6,742,905

26,715,000

指定管理業務

35,944,969

はちけん地区センター

※　「自主事業による利益還元」の項には、協定書（仕様書・提案書）に記載されたいわゆる義務的な利益還元を
行ったものについて記載する。指定管理者の任意による指定管理業務からの利益還元については、支出の各科目
の決算額に含めた上で、（参考）指定管理業務による利益還元欄に再掲し、その概要を「内容欄」に記載してくださ
い。

（参考）

指定管理業務による利益還元
サークル助成金 ・ホール駐車場サイン工事・給湯室給湯器修理
ホールグレーチング修理・セラミックヒーター2台購入

内容



1.利用料金収入
単位：円

区分 単位
利用料金
(単価)

利用回数 決算額 備考

午前 9,200 56 515,200
午後 11,500 119 1,368,500
夜間 13,800 94 1,297,200
全日 27,600 3 82,800
昼食 1,840 6 11,040
夕食 1,840 34 62,560
延長 2,760 7 19,320
時間貸し 2,760 163 449,880 時間数を回数に充てて算出
計 482 3,806,500
午前 3,500 257 899,500
午後 4,300 54 232,200
夜間 5,200 56 291,200
全日 10,400 0 0
昼食 690 2 1,380
夕食 690 15 10,350
延長 1,040 29 30,160
時間貸し 1,040 359 373,360 時間数を回数に充てて算出
計 772 1,838,150
午前 700 76 53,200
午後 850 89 75,650
夜間 1,000 3 3,000
全日 2,000 0 0
昼食 130 24 3,120
夕食 130 0 0
延長 200 0 0
時間貸し 200 46 9,200 時間数を回数に充てて算出
計 238 144,170
午前 700 103 72,100
午後 850 95 80,750
夜間 1,000 0 0
全日 2,000 0 0
昼食 130 40 5,200
夕食 130 3 390
延長 200 0 0
時間貸し 200 13 2,600 時間数を回数に充てて算出
計 254 161,040
午前 1,000 84 84,000
午後 1,200 99 118,800
夜間 1,500 107 160,500
全日 3,000 0 0
昼食 200 8 1,600
夕食 200 21 4,200
延長 300 0 0
時間貸し 300 42 12,600 時間数を回数に充てて算出
計 361 381,700
午前 700 191 133,700
午後 850 171 145,350
夜間 1,000 58 58,000
全日 2,000 0 0
昼食 130 28 3,640
夕食 130 9 1,170
延長 200 5 1,000
時間貸し 200 154 30,800 時間数を回数に充てて算出
計 616 373,660

6,705,220

※　続き部屋の場合は、分けて貸した場合、分けずに貸した場合の両方の区分を設けて記載してください。

収支決算書の内訳（収入）（様式３-２）

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。
※　税込で記載してください。

合計

ホール

集会室A

集会室C

集会室B

集会室AB

ホール
半面



2.利用料金収入（キャンセル分）
単位：円

区分 単位
利用料金
(単価)

利用回数 決算額 備考

午前 0 0
午後 2 23,000 全額11,500×2件
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 2 23,000
午前 1 3,500 全額3,500×1件
午後 1 2,150 半額2,150×1件
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 2 5,650
午前 0 0
午後 6 3,400 全額850×1件・半額425×6件
夜間 1 1,000 全額1,000×1件
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 7 4400
午前 1 350 半額350×1件
午後 2 850 半額425×2件
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 1 65 半額65×1件
夕食 1 130 全額130×1件
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 5 1,395
午前 0 0
午後 0 0
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 0 0
午前 2 1,050 全額700×1件・半額350×1件
午後 5 2,125 半額425×5件
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 1 65 半額65×1件
夕食 0 0
延長 0 0
時間貸し 0 0
計 8 3,240

37,685

※　続き部屋の場合は、分けて貸した場合、分けずに貸した場合の両方の区分を設けて記載してください。

ホール

集会室A

※　税込で記載してください。

合計

ホール
半面

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

集会室B

集会室AB

集会室C



3.その他の収入
単位：円

項目 決算額 摘要

1,469,307 令和2年度6月以降 令和3年7月11日分

986,669 令和3年7月12日～10月14日分

4,200 講座「ゴムバンド体操教室」受講料

26,888
コピー・印刷サービス（25,086）・古紙回収（1,800）
利息（2）

2,487,064

0

2,487,064

※　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受けた場合には、「摘要」欄に補助金の交
付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。

自主事業

自主事業収入計

※　項目毎に、事業単位で記載してください。
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

合計

事業名

講座収入

その他

指定管理業務収入計

休館補填①

休館補填②





単位：円

管理費 事業費

旅費・交通費 9,560 会議費・旅費交通費・教育研修費

光熱水費 3,464,923 電気（1,986,799）･ガス（1,221,982）･水道（256,142）

通信運搬費 422,964 システム使用料・通信費

租税公課 2,488,747 租税公課

広告宣伝費 437,800 ホームページ制作費

行事費 51,264
みんなのひろば消耗品（6,264）・花壇整備助成金（25,000）
おはなし会運営助成金（20,000）

保険料 9,200 支払保険料

賃借料 291,600 リース料

修繕費 188,590 修繕費

消耗品費 293,616 事務用品費・消耗品費

備品費 68,789 器具備品費

印刷製本費 129,612 印刷費

諸謝金 0 講師謝礼

委託費 2,343,330 外部業務委託費・外部労務委託費・廃棄物処理費

支払手数料 16,665 諸手数料

教材費 271,317 教材費・新聞図書費

減価償却費 108,000 パソコン4台分

法人経費 6,025,655 北海道事業本部経費・全国本部経費

計 6,025,655 10,595,977

※　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

決算額
摘要

収支決算書の内訳（支出・物件費）（様式３－４）

科目

1　指定管理業務

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。


